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　第　１　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

○  Ｌ 宮本慶文　委員長 ○  Ｌ 古川浩成副委員長 ○  L 金澤喜章　副委員長

○  L 久保田明雄副委員長 ○  L 島貫秀樹副委員長 ○  Ｌ窪村幸子　副委員長

○  L 田村祥江　委員 ○  L 関　博方　委員 ○  Ｌ亀川賢一　委員

○  L 大原紘子　委員

○ 鈴木実行委員長 ○ 板橋区議　松島道昌様 ○  神宮ＬＣ　Ｌ 後藤満

○ ＲＣＰ　Ｌ内田照男 ○ Ｌ戸部研一青年アカデミー委員長

○ 女川町スタッフ ○ 女川町サポーター ○ 慶応大学スタッフ

○ 東京都公園局 ○ 目黒秋刀魚隊　神保氏 ○ アコムレンタル

○ 篠田氏 ○ 港区風の子の会 ○ 中村雅俊スタッフ
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作　成　者

次　　　第

議　　　題

a 当日進行案の確認（別紙）→スタッフの昼食は弁当を用意に変更。

b LC担当の確認→会場の整理・誘導・引換券の配布・ゴミの管理。２００～３００人は必要。

　それぞれに一般用・来賓用・スタッフ用を用意する。

　２０１２年　９月１２日金曜日　　１５時４５分　～１７時４５分

　Ｌ　島貫秀樹

　ゴミステーション（分別）は収獲祭実行委員会が設置するが整理・誘導はＬＣが担当。

次回開催日時
　　　　　　場所 キャビネット事務局会議室

各資料の確認と説明

当日の手順（女川町実行委員会）

a 秋刀魚焼きはＵ字溝を女川町より追加し２６ｍと３０ｍの２列で行なう。また６０００匹を１万匹に

　増やす。焼き方は１５０人必要で女川町より３０～４０人、その他は収獲祭実行委員会でボラン

　ティアなどで人数確保する。ＬＣは焼き方には参加しない。

当日に向けての確認　　　　　　　　　

　Ｕ字溝などの会場設置はアコムに依頼する。

　引換券は秋刀魚焼・スリ身汁・秋刀魚パックそれぞれ配布（製作は収獲祭実行委員会）。また

日比谷公園内市民カレッジ２階、日比谷公園

「女川秋刀魚収獲祭」総会

審議　　　別紙議題による

現地視察

b 会場設置に関しては公園局と収獲祭実行委員会で打合せを行ない搬入方法等を決定する。

c スリ身汁１万食は女川町婦人部が担当をする。

審議経過事項の概要

現在までの経緯の報告と企画の意義、各団体の協力体制へのお願い等。

 L　宮本慶文

出　席　者

d 秋刀魚１０匹/パックは販売せず無料配布とする。スリ身汁の先着３０００名に食事後配布する。

e 女川町スタッフは前泊。当日はバス２台と大型トラック３台で秋刀魚等の搬入を行なう。また

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　

挨拶　鈴木静雄会長　宮本慶文委員長　女川町鈴木敬幸実行委員長

資料説明

　２０１２年　９月７日　火曜日　　　　　１５時００分　～１７時００分



審議経過事項の概要

　会場設置はアコムに委託。

　昼食は弁当至急有りも着替え等は無理の予測。

　必要品（コーン・ロープ等）はアコムに手配する。

　小音楽堂で女川町の潮騒太鼓・獅子舞を披露する。

c その他

議　　　題

　ＬＣスタッフは揃いのＬＣウインドブレーカーを着用の予定。

　開会式（オープニングセレモニー）を行なう。来賓は石原都知事（または猪瀬副知事）・カタール

　大使館・西川２３区特別区区長会会長等の予定（ＬＣ関係は別途）。

　秋刀魚焼・スリ身汁・秋刀魚パックの配布場所等は別紙参照。
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